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「じや、情報をお願いします」ぼくは、おもいきって、100ドルを使うことに決めた。
「まいど、気前がいいね、坊っちゃん。でも、絶対に損はさせないよ。耳の穴かっぽじって、
よおく聞いとくれ。これからスフィンクスに向かうんだろ?
情報屋さんの質問に、ぼくらは、揃ってうなずく。すると、
「なら、スフィンクスの出口でこう言いな。"タカの目よ、われらに力を貸したまえ!"。す
ると、天からタカの目ってえもんが落ちてくる。こいつは、魔境で絶対に必要なものなんだ。
ここいらに伝わる言い伝えだがね、嘘じゃないぜ」
「タカって、鳥のタカのことかな?タカは、ものすごく目がいいと聞くよ。もしかしたら、
人の目には見えないものが見えてくるのかもしれないね」ジェフが、そうつぶやく。
ぼくらは呪文をしつかり暗記して、情報屋さんと別れた。
〓しにチェックして476
415
ぼくらがたどりついたそこには、丸木を積み上げたほったて小屋が立っていた。そのまわ
りにはショベルカーやら、削岩機などの機械類が並び、さながら工事現場のようだ。
小屋には『ドコドコ砂漠埋蔵金発掘本部』と書かれた看板がかかっていた。

